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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを符号化するためのビデオ符号器であって、前
記ビデオ符号器は、前記ビデオ信号データの各色成分毎に独立に決定された予測器を使用
し及び全ての色フォーマットに対して同じアルゴリズムを使用して、前記ビデオ信号デー
タを符号化するための符号器を含み、前記符号器は、輝度符号化アルゴリズムを使用して
前記ビデオ信号データの全ての色成分を符号化し、任意の色変換は、前処理するステップ
として実行され、前記ビデオ信号データのサンプリングは、４：４：４フォーマットに対
応する、前記ビデオ符号器。
【請求項２】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データが共通ブロック区分を使用して区分されるか、ま
たは複数ブロック区分を使用して区分されるかに関係なく、前記ビデオ信号データを符号
化するために使用される、請求項１に記載のビデオ符号器。
【請求項３】
　前記予測器は、すべて輝度予測器である、請求項１に記載のビデオ符号器。
【請求項４】
　独自の前記予測器は、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用
される輝度予測器からなる、請求項１に記載のビデオ符号器。
【請求項５】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データのイントラおよびインター符号化の両方に対して
使用される、請求項１に記載のビデオ符号器。
【請求項６】
　前記色成分のうちの第１の色成分に対する第１の空間予測モードが、国際電気通信連合
電気通信標準化部門のＨ．２６４規格のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ０およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ０パラメータによ
って設定され、前記色成分のうちの第２の色成分に対する第２の空間予測モードが、ｐｒ
ｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ１およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４
×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ１パラメータによって設定され、前記色成分のうちの第３の色
成分に対する第３の空間予測モードが、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ２およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ２パラメータによ
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って設定される、請求項１に記載のビデオ符号器。
【請求項７】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを符号化するための方法であって、前記方法は
、前記ビデオ信号データの色成分毎に独立に決定された予測器を使用し及び全ての色フォ
ーマットに対して同じアルゴリズムを使用して、前記ビデオ信号データを符号化するステ
ップを含み、前記符号化するステップは、輝度符号化アルゴリズムを使用して前記ビデオ
信号データの全ての色成分を符号化し、任意の色変換は、前処理ステップとして実行され
、前記ビデオ信号データのサンプリングは、４：４：４フォーマットに対応する、前記方
法。
【請求項８】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データが共通ブロック区分を使用して区分されるか、ま
たは複数ブロック区分を使用して区分されるかに関係なく、前記ビデオ信号データを符号
化するために使用される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記予測器は、すべて輝度予測器である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用される
独自の輝度予測器からなる、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記独自の予測器が、前記ビデオ信号データのイントラおよびインター符号化の両方に
対して使用される、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記色成分のうちの第１の色成分に対する第１の空間予測モードが、国際電気通信連合
電気通信標準化部門のＨ．２６４規格のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ０およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ０パラメータによ
って設定され、前記色成分のうちの第２の色成分に対する第２の空間予測モードが、ｐｒ
ｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ１およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４
×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ１パラメータによって設定され、前記色成分のうちの第３の色
成分に対する第３の空間予測モードが、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ２およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ２パラメータによ
って設定される、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを復号化するためのビデオ復号器であって、前
記ビデオ復号器は、前記ビデオ信号データの色成分毎に独立に決定された予測器を使用し
及び全ての色フォーマットに対して同じアルゴリズムを使用して、前記ビデオ信号データ
を復号化するための復号器を含み、前記復号器は、輝度符号化アルゴリズムを使用して前
記ビデオ信号データの全ての色成分を復号化し、任意の色変換は、前処理ステップとして
実行され、前記ビデオ信号データのサンプリングは、４：４：４フォーマットに対応する
、前記ビデオ復号器。
【請求項１４】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データが共通ブロック区分を使用して区分されるか、ま
たは複数ブロック区分を使用して区分されるかに関係なく、前記ビデオ信号データを復号
化するために使用される、請求項１３に記載のビデオ復号器。
【請求項１５】
　前記予測器は、すべて輝度予測器である、請求項１３に記載のビデオ復号器。
【請求項１６】
　独自の前記予測器は、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用
される輝度予測器からなる、請求項１３に記載のビデオ復号器。
【請求項１７】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データのイントラおよびインター符号化の両方に対して
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使用される、請求項１３に記載のビデオ復号器。
【請求項１８】
　前記色成分のうちの第１の色成分に対する第１の空間予測モードが、国際電気通信連合
電気通信標準化部門のＨ．２６４規格のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ０およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ０パラメータによ
って設定され、前記色成分のうちの第２の色成分に対する第２の空間予測モードが、ｐｒ
ｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ１およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４
×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ１パラメータによって設定され、前記色成分のうちの第３の色
成分に対する第３の空間予測モードが、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ２およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ２パラメータによ
って設定される、請求項１３に記載のビデオ復号器。
【請求項１９】
　画像ブロックのためのビデオ信号データを復号化するための方法であって、前記方法は
、前記ビデオ信号データの色成分毎に独立に決定された予測器を使用し及び全ての色フォ
ーマットに対して同じアルゴリズムを使用して、前記ビデオ信号データを復号化するステ
ップを含み、前記復号化するステップは、輝度符号化アルゴリズムを使用して前記ビデオ
信号データの全ての色成分を復号化し、任意の色変換は、前処理ステップとして実行され
、前記ビデオ信号データのサンプリングは、４：４：４フォーマットに対応する、前記方
法。
【請求項２０】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データが共通ブロック区分を使用して区分されるか、ま
たは複数ブロック区分を使用して区分されるかに関係なく、前記ビデオ信号データを復号
化するために使用される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記予測器は、すべて輝度予測器である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データの輝度および色度成分の両方に対して使用される
独自の輝度予測器からなる、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記予測器は、前記ビデオ信号データのイントラおよびインター符号化の両方に対して
使用される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記色成分のうちの第１の色成分に対する第１の空間予測モードが、国際電気通信連合
電気通信標準化部門のＨ．２６４規格のｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ０およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ０パラメータによ
って設定され、前記色成分のうちの第２の色成分に対する第２の空間予測モードが、ｐｒ
ｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ１およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４
×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ１パラメータによって設定され、前記色成分のうちの第３の色
成分に対する第３の空間予測モードが、ｐｒｅｖ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄ
ｅ＿ｆｌａｇ２およびｒｅｍ＿ｉｎｔｒａ４×４＿ｐｒｅｄ＿ｍｏｄｅ２パラメータによ
って設定される、請求項１９に記載の方法。
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